
28・9・15

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
。

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

　

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※　

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※　

☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０６４

　

へ
。

０００

　

市
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
が
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三

者
評
価
」
を
受
審
し
た
場
合
に
、

そ
の
受
審
費
用
の
一
部
を
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
と

は
、
東
京
都
福
祉
サ
ー
ビ
ス
評
価

推
進
機
構
が
認
証
し
た
評
価
機
関

が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
評
価
す
る

も
の
で
す
。

　

そ
の
結
果
は
、
（
公
財
）
東
京

都
福
祉
保
健
財
団
が
運
営
す
る

「
と
う
き
ょ
う
福
祉
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
（h

ttp
://w
w
w
.fu
ku
n
avi

.o
r.jp
/fu
ku
n
a
vi/

）
」
な
ど
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
、
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
す
る
際
の
情
報
と
し

て
、
ま
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
が
事
業
改
善
の
た
め
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

対　

象　

市
内
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
所
が
あ
り
、
第

三
者
評
価
の
結
果
の
公
表
に
同
意

で
き
る
事
業
者

補
助
内
容　

左
表
の
と
お
り

申
請
方
法　
　

月
７
日
ま
で
に
、

１０

所
定
の
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
地
域
福
祉
課
で
配
布
）

に
必
要
書
類
を
添
付
し
、
直
接
、

地
域
福
祉
課
へ
。

問
合
先　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
９
１
５
）

３８７

補助の対象となる福祉サービスの種類および補助金額
補助金額福祉サービスの種類区分

１事業所につき、福祉サービス第三
者評価の受審費用総額の３分の２
（上限３０万円）

訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、特定施設入居者生活介護
（有料老人ホーム・ケアハウス）、福祉用具貸与、居宅介護
支援、通所介護（デイサービス）、短期入所生活介護（ショ
ートステイ）、指定介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム、
経営支援事業対象外のみ）、介護老人保健施設

高
齢
系

１事業所につき、福祉サービス第三
者評価の受審費用総額（上限６０万
円）

小規模多機能型居宅介護（介護予防含む）、認知症対応型共
同生活介護（認知症高齢者グループホーム）（※）、定期巡
回・随時対応型訪問介護、看護小規模多機能型居宅介護

１事業所につき、福祉サービス第三
者評価の受審費用総額の３分の２
（上限３０万円）

居宅介護、短期入所、障害児通所支援
障
害
系

１事業所につき、福祉サービス第三
者評価の受審費用総額（上限６０万
円）（ただし、認可保育所のうち、
公定価格に第三者評価受審加算を受
けている施設については、受審費用
の総額から１５万円を差し引いた額と
４５万円とのいずれか低い額）

認可保育所（民設）子
ど
も
家
庭
系 認証保育所Ａ型・Ｂ型

※　東京都が定める自己評価及び外部評価の実施方針により、原則毎年受審すべきとされていたものが、２
年に１回とすることができるケースがあります。

福
祉
サ
ー
ビ
ス

第
三
者
評
価
受
審
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

〈
い
け
と
お
が
わ 

あ
そ
ぼ
う
さ
い
〉

と　

き　

９
月
６
日
（
火
）
〜
８

日
（
木
）
午
後
３
時
〜
５
時
、　
１０

日
（
土
）
午
前　

時
〜
午
後
２
時

１１

と
こ
ろ　

い
け
と
お
が
わ
プ
レ
ー

パ
ー
ク
（
東
京
学
芸
大
学
構
内
）

内　

容　

ご
飯
炊
き
、
新
聞
紙
等

を
使
っ
た
防
災
グ
ッ
ズ
作
り

〈
く
じ
ら
山 

あ
そ
ぼ
う
さ
い
〉

と　

き　

９
月
９
日
（
金
）
午
後

３
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

く
じ
ら
山
プ
レ
ー
パ
ー

ク
（
都
立
武
蔵
野
公
園
内
）

内　

容　

ご
飯
炊
き
、
防
災
食
の

試
食
、
新
聞
紙
工
作

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

対　

象　
　

歳
未
満
の
児
童
と
保

１８

護
者

持
ち
物　

ご
飯
炊
き
に
使
う
容
器

（
鍋
、
空
き
缶
、
牛
乳
パ
ッ
ク

等
）
、
は
し
、
米

そ
の
他　

開
催
状
況
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
冒
険
遊
び
場
事
業
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.ko

gan
ei-yu

.n
et/#
!p
layp

ark/c

1
t6  

3  

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

開
催
状
況
、
行
事
内
容

に
つ
い
て
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
が
ね

い
子
ど
も
遊
パ
ー
ク
（
☎　

儿
６

０８０

８
８
０
儿
９
８
０
９
）
、
事
業
に

つ
い
て
＝
児
童
青
少
年
課
児
童
青

少
年
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

７
）

 
〈
く
り
の
み
保
育
園 

ミ
ニ
ア
ッ
プ
ル
劇
場
〉

　

乳
児
向
け
の
劇
を
行
い
ま
す
。

市
立
保
育
園
の
イ
ベ
ン
ト

と　

き　

９
月　

日
（
木
）
午
前

１５

９
時　

分
か
ら

４５

対　

象　

１
〜
２
歳
児
と
保
護
者

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

同
保
育
園
（
☎　

儿　
０４２

３８３

儿
１
１
８
０
）

〈
小
金
井
保
育
園 

親
子
で
遊
ぼ
う
会
〉

　

親
子
で
保
育
園
の
遊
び
を
体
験

し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

９
月　

日
（
火
）
午
前

２０

９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１０

３０

対　

象　

１
〜
２
歳
児
と
保
護
者

定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

１０

申　

込　

９
月
６
日
か
ら
、
電
話

で
同
保
育
園
（
☎　

儿　

儿
２
２

０４２

３８１

３
７
）
へ
。

〈
わ
か
た
け
保
育
園 

あ
そ
ぼ
う
会
〉

　

わ
ら
べ
う
た
や
触
れ
合
い
遊
び

を
し
な
が
ら
子
育
て
の
楽
し
い
こ

と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
お
し
ゃ

べ
り
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

９
月　

日
（
木
）
午
前

１５

　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

対　

象　

平
成　

年
７
月
〜
平
成

２７

　

年
３
月
生
ま
れ
の
乳
児
と
保
護

２８者定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

１５

申　

込　

９
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
同
保
育
園
（
☎　

儿　

儿
１
１

０４２

３８３

８
１
）
へ
。

第
７
回
定
例
会

 

（
７
月　

日
開
催
）

１２

【
議　

題
】

▽　

小
金
井
市
公
民
館
企
画
実
行

委
員
の
委
嘱
に
関
し
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
＝
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
た
。

【
報
告
事
項
】

　

▽
平
成　

年
第
２
回
小
金
井
市

２８

議
会
定
例
会
に
つ
い
て　

▽
不
登

校
児
童
・
生
徒
支
援
モ
デ
ル
事
業

に
つ
い
て　

▽
海
の
移
動
教
室
に

つ
い
て　

▽
小
金
井
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
２
０
１
６
に
つ
い
て　

▽
市

立
小
中
学
校
事
務
の
共
同
実
施
に

つ
い
て

第
８
回
定
例
会

 

（
７
月　

日
開
催
）

２６

【
議　

題
】

▽　

平
成　

年
度
小
金
井
市
立
小 

２９

・
中
学
校
特
別
支
援
学
級
使
用

教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い
て

＝
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　

会
議
録
（
平
成　

年
第
６
回
ま

２８

で
）は
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
第
二
庁
舎
６
階
）
、
図
書
館

本
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
次
回
教
育
委
員
会
の
日
程

と
き
・
と
こ
ろ　
　

月　

日（
火
）

１０

１１

午
後
１
時　

分
、
市
役
所
第
二
庁

３０

舎
８
階　

会
議
室

８０１

　

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
会
議

室
で
傍
聴
券
を
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

　

請
願
は
、
い
つ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
合
先　

庶
務
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
７
階
☎　

儿　

儿
９
８
７

０４２

３８７

２
）

　

病
気
や
ケ
ガ
、
さ
ま
ざ
ま
な
障

が
い
等
の
た
め
に
生
活
に
困
っ
て

い
る
人
に
、
生
活
保
護
法
に
基
づ

き
最
低
生
活
の
保
障
と
、
自
分
の

力
ま
た
は
他
の
方
法
で
再
び
生
活

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
、

自
立
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

　

生
活
保
護
は
、
そ
の
世
帯
の
収

入
が
国
で
定
め
る
最
低
生
活
費
を

下
回
る
場
合
に
、
そ
の
不
足
分
を

保
証
す
る
制
度
で
す
。

　

働
い
て
得
た
給
料
、
年
金
、
各

種
手
当
、
仕
送
り
な
ど
を
合
計
し

て
も
な
お
、
最
低
生
活
費
に
満
た

な
い
場
合
、
そ
の
不
足
分
が
保
護

費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

一
人
で
思
い
悩
む
よ
り
、
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

地
域
福
祉
課
生
活
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
０
）

０４２

３８７

 　

認
知
症
に
関
す
る
不
安
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
ご
家
族
の
介
護
体
験

を
通
じ
て
、
認
知
症
に
関
す
る
疑

問
の
解
消
を
め
ざ
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
す
。

と　

き　

９
月　

日
（
金
）
午
前

１６

　

時
〜
正
午

１０と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
小
ホ
ー
ル

講　

師　

高
浜
将
之
さ
ん
（
東
京

都
認
知
症
介
護
指
導
者
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
、
介
護
を
し
て
い
る
方
、

認
知
症
支
援
に
携
わ
る
関
係
者
等

申　

込　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

介
護
福
祉
課
包
括
支
援

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム　

小
in

金
井
儿
認
知
症
介
護
家
族

の
体
験
を
通
じ
て

〈
手
工
芸
班
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
習
会
〉

と　

き　
　

月
３
日
（
月
）
午
前

１０

９
時　

分
〜
午
後
２
時

３０

と
こ
ろ　

同
セ
ン
タ
ー
本
町
作
業

所
（
本
町
６
儿
５
儿　

）
１６

内　

容　

着
物
か
ら
の
リ
フ
ォ
ー

ム
儿
簡
単
な
ベ
ス
ト

講　

師　

同
セ
ン
タ
ー
手
工
芸
班

対　

象　

市
内
在
住
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

１０

参
加
費　
　

円
（
接
着
芯
代
）

１００

そ
の
他　

洗
い
ほ
ど
い
た
着
物
・

裁
縫
道
具
を
各
自
で
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法　

９
月　

日
（
必
着
）

１６

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
〒　

儿
０
０
１
５
貫
井
北
町

１８４

１
儿
８
儿　

☎　

儿　

儿
６
１
４

２１

０４２

３８３

１
）

 　

介
護
す
る
側
、
さ
れ
る
側
共
に

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
が
ち
で
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合

い
、
気
持
ち
を
伝
え
る
き
っ
か
け

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

９
月　

日
（
金
）
午
後

１６

１
時　

分
〜
３
時

３０

と
こ
ろ　

小
金
井
あ
ん
ず
苑
地
下

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

講　

師　

碓
氷
美
香
さ
ん
（
家
族

関
係
心
理
士
）

対　

象　

市
内
在
住
で
家
族
を
介

護
し
て
い
る
方
ま
た
は
介
護
を
考

え
て
い
る
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

９
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
小
金
井
あ
ん
ず
苑
（
☎　

儿　
０４２

３８８

儿
７
５
１
１
）
へ
。

家
族
介
護
教
室

介
護
す
る
側
・
さ
れ
る
側
、

お
互
い
に
と
っ
て
、
大
切

な
時
間
と
な
る
た
め
に

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
５
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
介
護
予
防
や
地
域
に

つ
い
て
学
び
な
が
ら
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
職
員
の
補
助
と
し
て
活
動
す

る
元
気
な
高
齢
者
の
方
を
同
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
同
ス
タ
ッ
フ
の
活

動
内
容
、
養
成
講
座
の
詳
細
等
の

説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

９
月　

日
（
火
）
午
前

２０

　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
Ａ

会
議
室

対　

象　

市
内
在
住
の
要
介
護
認

定
等
を
受
け
て
い
な
い　

歳
以
上

６５

の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

申　

込　

９
月　

日
ま
で
に
、
電

１５

話
ま
た
は
直
接
、
介
護
福
祉
課
包

括
支
援
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２

階
☎　

儿　

儿
９
８
４
５
）
へ
。

０４２

３８７

 
〈
シ
ル
バ
ー
の
た
め
の
健
康

講
座
儿　

才
か
ら
の
リ
ズ

６０

ム
体
操
〉

　

音
楽
に
合
わ
せ
た
運
動
や
、
い

す
を
使
っ
た
運
動
で
、
心
も
体
も

健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

９
月　

日
（
金
）
午
後

２３

１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ

ー
ル

講　

師　

山
口
み
な
子
さ
ん
（
健

康
運
動
講
師
）

対　

象　

市
内
在
住
で　

歳
以
上

６０

の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

申
込
方
法　

９
月
１
日
か
ら
、
電

話
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
。 市

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
認
定

サ
ブ
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座

説
明
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

９
月
の
イ
ベ
ン

９
月
の
イ
ベ
ン
トト

冒
険
遊
び
場

（
プ
レ
ー
パ
ー
ク
）

生
活
に
お
困
り
の

生
活
に
お
困
り
の
とと

き
は
生
活
保
護
制

き
は
生
活
保
護
制
度度


